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第３章 記録様式  
 

これまで紹介してきた各モデルに登場する記録様式について、産地表⽰伝達と
トレーサビリティ確保のために重要なポイントを説明します。 

これらの帳票はいずれも、原材料に関する表⽰のためというよりは、もともと
製造管理のために使⽤してきた書類だと思います。そこに、製造記録に原材料ロ
ット番号を記録するなどの工夫をすることにより、正確な表⽰の根拠となりま
す。原料の納品書、製造記録、製品の納品書（控え）は、トレーサビリティのた
めに保存すべきとされているものと共通です。 

この資料では第２章で⽰したポークソーセージ（ウインナー）製造における紙
の書類を例⽰していますが、もちろんデジタルデータとして記録を保存しても問
題ありません。 
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 １ 企画段階の様式  
 

（１） 原材料配合表 

原材料配合表（レシピ）は、製造する製品について、使⽤する原材料とその重
量（または重量割合）を定めた表です。この表により、原材料の表記順や、原料
原産地表⽰が必要な原材料を特定します。 

 

様式例：原材料配合表 

 

 

 

 
  

原料原産地表⽰の対象となる 

原材料を確認 
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（２）原材料規格書 

原材料規格書は原材料サプライヤが、自分の商品（原材料）の情報を記載した
書類です。 

様式例 原材料規格書 

 
 

 
 
 

 

（３） 商品規格書 

「商品規格書」は加工⾷品の商品情報を記載した書類です。「商品規格書」も
しくは「商品仕様書」とも呼びます。商品を製造する事業者が作成し、販売先に
提⽰します。取引に先⽴つ商談の資料として、また取引開始後は取引した商品を
定義する資料として⽤いられます。 

  

原材料の原産地を確認して保管 
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様式例 商品規格書 

 
（注）この様式は、「標準商品規格書とそのガイドラインの検討会事務局」（株式会社ファイネッ

ト）が平成 26 年度農林⽔産省補助事業により作成し、その後更新・公開しているものです。 

https://www.finet.co.jp/hyojyunka/pits.html 

https://www.finet.co.jp/hyojyunka/pits.html
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 ２ 準備段階の様式  
（１） 包材発注書 

 包材発注書は、包材印刷会社に提出する書類です。原材料配合表及び商品規格書に

合致する内容の包材を発注します。 

 

様式例 包材発注書 
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（２） 原材料発注書 

 原材料発注書は、原材料サプライヤに提出する書類です。原材料配合表及び商品規

格書に合致する原産地の原材料を指定し発注します。 
 
 

様式例 原材料発注書 
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（３） 納品書 

 納品書は、原材料サプライヤが提供する書類です。通常、原材料と同時に受け
取り、⼊荷検品に⽤います。原材料の原産地が記載されていれば、その原産地の
原材料を仕⼊れたことを⽰す書類になります。 

 

様式例 原材料の納品書 

 
 
 
 
 
  

納品された原材料（現物）と納品書が 

合致するか確認し、保管 
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（４） 入荷記録（検品記録） 

⼊荷の際に、品質・鮮度などの検品結果を記載する様式です。発注情報をもと
に、あらかじめ品名・⼊荷・数量・原産地を記載しておけば、実際に⼊荷した原
材料と照らし合わせることにより、発注情報と⼀致しているかを確認することが
できます。 

原産地名と対応した商品コードや規格番号が記載され、原産地（製造地または
製造国）を確認できる場合には、原産地の記載が省略できます。 

その場合には、商品コードや規格番号において、容易に原産地が判別できる商
品コード等を工夫することが必要です。 

 
様式例 原材料の入荷記録（検品記録） 

 

 
 

 
  

事業者自ら決めたルールに基づいて、原材料ロット番号を割り振ります。 
この場合、いつ（⼊荷⽇）どこから（⼊荷先）何を（原材料）どれだけ（数
量）を⼊荷ロット単位として設定しています。 
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 ３ 製造段階の様式  
⾷品製造の工程は、原材料の出庫・計量、下処理、調合、成型、加熱調理、包

装、冷却といったように、いくつかの工程に分かれています。そのため製造段階
の記録様式も、工程や担当チームごとに分かれているのが普通です。 

そこでここでは、工程が「①解凍」「②塩漬」「③成型加工」「④印字、包
装」の３つに分かれている工場を想定し、それぞれの工程の記録様式を⽰しま
す。 

 

（１） 製造指示書 

 原材料配合表、商品規格書に基づき、⼊荷した原材料ロットを指定し製造を指
⽰する書類です。使⽤する原材料、包材、作業開始⽇を明確に記載します。 

 
様式例 製造指示書 

 

  
原材料ロット番号を記載 
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（２） 製造記録（製造日報）①︓原材料の解凍 

原材料を解凍する際に使⽤する記録です。⽤いた原材料ロット番号と数量、解
凍方法と開始・終了時間を記載します。 

 

様式例 製造記録① 解凍 

 

 

 

 

  

事業者自ら決めたルールに基づいて、解凍ロット番号を割り振ります。 

この場合、いつ（解凍開始⽇時）何を（原材料ロット番号）どこで（解凍

方法）どれだけ（数量）を製造ロット単位として設定しています。 
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（３）製造記録（製造日報）②︓原材料の塩漬 

 下の様式例「製造記録②」は、解凍が済んだ原材料を塩漬タンクに投⼊して塩
漬する場合の記録様式です。時間帯ごとに、⽣産する半製品とその数量、その半
製品のために使⽤した塩漬ロットの番号を記載します。 

 

様式例 製造記録② 塩漬 

 

 

 

 

 

 

  

事業者自ら決めたルールに基づいて、塩漬ロット番号を割り振ります。 

この場合、いつ（塩漬時間）何を（解凍ロット番号）どこで（塩漬タンク

番号）どれだけ（数量）を製造ロット単位として設定しています。 
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（4）製造記録（製造日報）③︓成型加⼯ 

下の様式例は、塩漬が済んだ原材料を、細切、混合、充填、燻煙、蒸煮、冷却
する場合の記録様式です。塩漬ロットごとに、成型加工ロット番号を記録しま
す。 

 

様式例 製造記録③ 成型加工記録 

 

 

  
事業者自ら決めたルールに基づいて、成型加工ロット番号を割り振りま

す。この場合、いつ（細切等の時間）何を（塩漬ロット番号）どこで（使

⽤機器）どれだけ（製品出来高）を製造ロット単位として設定していま

す。 
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（5） 製造記録（製造日報・包装記録）④︓印字・包装する⼯程 

■あらかじめ原料原産地が包材に印刷されている場合の記録様式 

賞味期限などの⽇付を印字し製品を包装する工程の記録様式です。商品の製造
数、使⽤すべき包材（下の図では JAN コードが包材の番号を兼ねています）、
印字する賞味期限⽇をあらかじめ製造指⽰として記載します。製造の現場では、
印字した包材のサンプルを貼り付けて（包材が⼤きくて貼り付けづらい場合に
は、下の様式の例のように重要な部分を切り取って貼り付けて）、指⽰と合って
いることを確認できるようにします。 

また成型加工ロット番号を記載して、トレーサビリティを確保します。下の様
式では、包装された製品が「１製品１⽇１ロット」であり、賞味期限⽇が製造ロ
ット番号を兼ねると想定しています。 

 

様式例 製造記録④ 印字、包装工程（原料原産地は包材に印刷済み） 

 

成型加工ロット番号と賞味期限を対応付け 
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 ４ 出荷記録の様式  

（１） 出荷の記録（納品書）  

製品を出荷する際の納品書には主に⽇付・納品先・品名・数量・製造ロット番
号を記載し、納品する製品とともに納品先に渡します。その自社控えを保存する
ことで、原材料の納品書（⼊荷記録）と並び、基礎的なトレーサビリティの記録
の１つになります。製造ロットが１⽇１ロットなら、下の記⼊例のように、製品
に表⽰した賞味期限が製造ロット番号の代わりとなり、いざというときに納品先
を特定できる記録となります。 

 

様式例 納品書（控え） 

 
 

（２） 出荷の記録（出荷指示書）  

 製造した製品を販売する部⾨と工場が離れている場合などは、出荷指⽰書等で
指⽰することでミスの抑制につながります。 

様式例 出荷指示書 

 


